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１学期末の本校の伝統行事「板付け舟による海峡横断」では，多く

の地域・保護者・OB の皆様方にご協力いただき誠にありがとうござ

いました。いよいよ２学期に入り，地域行事，学校行事と忙しい時節

となって参りました。

さて本年度４月号にて，今年は俵中学校にとって”創造の年”とい

うことを申し上げました。生徒の減少により，今までのような行事運

営が非常に難しくなってきています。実態に合わせて，より良い学校

行事の在り方を模索していく時期になってきています。

その第１弾として，本年度の体育大会を２部構成

にいたしました。生徒の対抗種目や団体種目が無理

になり，これまでの集落対抗種目が中心の体育大会

を午前中行い，生徒たちは各集落内の選手として活動することになり

ます。そして，より多くの方々の参加を勧めるため，午後は“体育大

会ゲートボール大会”を行うこととしています。運営委員会の中で集

落種目を検討し，今回初めての試みで，２部構成の体育大会実施とな

ります。なにぶん初めてですので，都合良く進むとは思いません。終

了後の反省会の中で，いろいろなご意見を賜りたいと思っております。

多くの方々のご参加をお待ちいたしております。

なお当日は，同志社女子大学の皆さんが総勢２０余名，前日から来

島し，加計呂麻にて民泊を行い，体育大会へ参加して頂くことになっ

ております。毎年この時期に奄美大島へ来て活動しているようです。

新鮮な風を巻き込みながら，新しい変革の第１歩として，この体育

大会を位置づけ，これからを模索していきたいです。 大 江 修

（ ぐ す く ば ら ）

実りの秋を探しましょう

２学期のスタート。フレッシュな気持ちでスタートしまし

ょう。８月には統一模試を受験した生徒もおり，頑張りがう

かがえます。さて，４月当初に鹿児島学習定着度調査を分析

し１学期の授業を始めました。問題の正答率は７０～８０%

であり，教科によっての差はあるものの概ね高い学力を持っ

ています。何を加えたらいいのかと分析すると「自分の考えを根拠を明確

にして記述したり，文章化したり，表現したりする力を養わなければ」と

いうところに到達します。少人数で１学期も頑張りました。授業では表現

する力を養うように先生方と協力して取り組んでいましたね。２学期は学

校行事や集合学習など，集団の中で意欲的に活動して下さい。また１つ自

分の殻を破る，自分の実りの秋を探す毎日にしてください。

9月お弁当の日

２１日

主な行事

2,3 日 実力テスト 体育大会

7 日 実久地区体育大会 シーズン到来

10 日 ＰＴＡ懇談会

18 日 体育大会予行 夏の疲れが出る頃です。

21 日 第 67 体育大会 体調管理をしっかり。

朝ご飯もしっかり・・・。


